平成25年度第１回　浜田市環境清掃対策審議会
日時：平成25年11月15日(金)13時30分～15時40分　　　場所：税務課仮庁舎2階会議室
出席者　　川神委員、佐々木幸代委員、今田委員、佐々木正和委員、沖田委員、岡本委員、佐伯委員
山﨑委員、佐々本委員、森山委員、川上委員　11名
　　　　　川崎部長、久保田次長、斎藤課長、馬場係長、山田課長、渡辺課長、竹中課長、桑本課長
欠席委員　岡田委員、佐々木幸代委員、小笠原委員　3名

　　　　　※野藤委員については、11月6日付で辞意の申し出あり
開　会

（齋藤課長）　環境課長の斎藤です。よろしくお願いいたします。

委員の皆様方には、公私多用のところご出席いただき大変ありがとうございます。
それでは、始めに川神会長よりご挨拶をお願いいたします。

会長あいさつ
（川神会長）　平成25年度第1回目ということで既に11月になってしまい、本来であればもう少し早い段階で皆様にご案内させていただくところが、8月の水害や選挙等の事情により遅れてしまったことを私の方からもお詫び申し上げます。
　　　　　　　今年度に入って行政もごみ問題について一生懸命取り組んでいるところではあるが、まだまだ多くの課題を残っています。さらには、浜田市が作成したごみ処理基本計画に係る進行、管理等についても皆様に色々とお願いをしていたところであります。
　　　　　　　大きな災害や環境を脅かす問題がいつ何どき浜田市で起こるかわからないため、そうした問題も含めて、この会議で集約し行政の施策に反映できるよう皆様のご協力をお願いします。
部長あいさつ
（川崎部長）　今年4月から市民環境部長を務めさせていただいております川崎と申します。よろし　　

　　　　　　くお願いします。今回は先ほど会長からもお話がありましたとおり、今年度に入ってからの報告事項やごみ処理基本計画に関することをお話させていただきます。
　　　　　　　市民環境部長室がちょうど環境課の横にありまして、市民の皆様からごみ処理や分別等に関して色々な電話が架かってまいります。どうしたら最も適切なごみ処理ができるのかという正解はなかなかないかもしれませんが、様々な問合せを受ける中で、まだまだ改善の余地があるということを実感しております。今後ともどうぞよろしくお願いします。
　　　　　　　それと、今回急な会議が15時から入ってしまった関係で、14時50分頃までにこの会議が終わっていない状況ですと大変申し訳ないですが、私と次長は中座をさせていただくことをあらかじめ申し伝えておきます。

各委員の出席状況報告
事務局自己紹介

報告事項
1　平成25年8月の豪雨災害による対応について
～事務局から対応状況について報告を行う～

（川神委員）委員の皆様から質問・意見等があればお伺いしますがいかがですか。
　　～特に意見なし～

2　消費税改定に伴う浜田市指定ごみ袋等の料金改定について
～事務局から報告を行う～

（川神委員）委員の皆様から質問・意見等があればお伺いしますがいかがですか。
（森山委員）増税分の3％を防ぐために、例えば袋に印字してある文言等を減らすなどしてごみ袋作製料を安くするなど、市民負担軽減のために行政側で工夫できないか。
（馬場係長）作製料を安くすることについては今後検討していきたい。

　　　　　ただし、袋の代金というのはごみ処理手数料としてこちらで決めている金額のため、原価が安くなる＝手数料が安くなるという単純な構図にはならない。原価計算も必要とは思うが、バランスを考えて総合的に勘案していきたい。
（川神委員）行政側も今回のような税率改正などやむを得なく動くところもあるが、しっかりと検討した上と何も検討しない場合では、結果は同じでもプロセスが異なる。こうした点は市民の信頼を得るうえでも、今後は可能な限り配慮いただきたい。
　　　　　　ごみ袋に関しては紆余曲折があったこともあり市民にアレルギーがある。出来ればこうした問題は、報告のみではない方が望ましかった。
3　平成24年度浜田市のごみ排出量について

～事務局から報告を行う～

（川神委員）委員の皆様から質問・意見等があればお伺いしますがいかがですか。
（川上委員）浜田市は県下で最もリサイクル率が悪いと聞いたことがある。益田市では、例えばキヌヤが店頭で資源ごみ（古紙やペットボトル）を回収し、重量に応じてポイントを付けて市民に還元するといったシステムがある。浜田でもこうした事例を見習うべき。

（森山委員）市外では、白色トレーを回収している店舗もあり市民は大変助かっていると思う。店舗側も大変だとは思うが「もったいない精神」を生かすためにも協力を申し入れしたらどうか。
（川崎部長）確かによその自治体で取り組んでいる事例があるため、浜田市でも研究して今後は店舗に対して資源ごみ回収の協力を相談する必要があると考えている。また、ごみの減量化ではなく、CO2削減ということで、レジ袋の無料配布中止についてイズミや商工会議所等と相談して協力していただいた経緯もある。相手がどう言われるかはわからないが市として、また相談してみようと思う。
（岡本委員）この前、消問研の視察で広島のリサイクル施設の見学に行った。広島では人口が多いため仕方がないかもしれないが、資源ごみを一括して集めた後、施設で全てを手作業で分別していた。これでは広島市民は資源ごみの細かな理解が進まないのではとの印象を受け、改めて市民が意識して袋ごとに資源ごみを分別し曜日を決めて出すといった浜田の取り組みが良いと感じた。
（佐々本委員）資料3にある浜田市のごみのリサイクル率は良い数値なのか。
（馬場係長）ごみの排出量が全体として増えてしまえば、リサイクル率が良いからといって単純に喜べないため、あくまで全体の総括でしかないと考えている。
（佐々木委員）燃やせるごみが草ごみの搬入で増加しているとのことだが、内訳（草ごみと一般ごみの量）はわからないか。もし、内訳がわかればたまご1個分の減量化の取り組みに対する成果も明確なため、やる気になると思う。
（馬場係長）ダンプ等で混在して搬入されるため内訳までは困難というのが現状である。
（川神委員）横浜市の事例だが、市民がリサイクルに取り組んだ結果、施設の延命化に繋がり総額何十億円の費用が不要になり、市民がよりリサイクルに取り組むようになった。浜田市でもこのように、目に見える形で市民に対して自分達の取り組みがどのような効果を生んだのかを知らせることが出来るよう検討して欲しい。
4　ごみ処理基本計画進捗状況について
～事務局から報告を行う～
（川神委員）委員の皆様から質問・意見等があればお伺いしますがいかがですか。
（今田委員）浜田市は海岸漂着ごみが多い。観光を柱にするならきちんと対応すべきだ。
（馬場係長）県の海岸漂着物地域対策推進事業は、一時的な海岸清掃等を対象としており、浜田市が目指している通年での取り組みは対象外とのことで財政課とも協議を行ったが当該事業の導入にはいたらなかった。
　　　　　　ただし、海岸管理はほとんどが県になっており、県で当該事業を活用し浜田管内でも海岸清掃に取り組んでいる。市としても協力し、これまでに約20トンの海岸清掃に係るごみを処理施設で受け入れている。
（川神委員）海は浜田市の財産である。市職員も国府や生湯海岸など清掃活動に取り組んでいることも知っているが、この問題に対して産業や観光振興のビジョンを明確に持って総合的に取り組むべき。必要なら県に要望しても良いと考えている。
協議事項

平成26年度ごみ処理基本計画関連事業について
～事務局から説明を行う～
（川神委員）委員の皆様から質問・意見等があればお伺いしますがいかがですか。
（川神委員）環境清掃指導員がどの程度活動出来ているか実態を把握し検証しているか。町内や人間によって取り組みの差が激しい。名前だけでなくしっかりと活動を行う人材が必要である。
（馬場係長）毎年報告書は提出してもらっているが、その検証には至っていないのが現状である。
（森山委員）三隅の環境清掃指導員の研修会は出席率が半分くらい。旅費も手当もない。個人的には、手当等が出るならもう少しやる気が出ると思う。
（川上委員）私も同感だ。
（森山委員）環境教育にも力を入れてほしい。子供の言うことなら親もきく。
（馬場係長）校長会に申し入れを行う以外、また何か検討していきたい。
（森山委員）不法投棄防止看板は文言が「捨てるな」となっており、上から目線で気分が悪い。もっと優しい言葉で表現すべき。
（馬場係長）今後検討したい。

（川神委員）他にありませんか。何もないようなら私からの質問に簡単に（一言で良いので）答えて欲しい。交換した旧ごみ袋の状況はどうか。
（馬場係長）現在、大袋で約9万枚。中小でその2倍程度残っている。
（川神委員）わかった。この問題は誰かがつつくと、当時の交換が正しかったのかとまた大きな騒ぎになる。公金を使っていることもあり必要な処理及び対応をお願いする。
　　　　　　それと第1処理場の解体については、どうなっているか。
（馬場係長）財政課とサマーレビューで協議している段階だが、今の予定では平成28年度以降である。ただし、具体的に何年になるかはまだわからない。
（15時35分終了）






